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地域づくり実践の中長期展開ビジョン（中長期全体工程表）
2022年（令和４年度） 2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）

小
地
域
福
祉
活
動

地区
福祉委員会

福祉学習

生
活
支
援
体
制

整
備
事
業

多様な主体の
活動の推進

人と人、人と場所
のつながる
しくみづくり

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

づ
く
り

語り合う会

地域ケアシステム
検討委員会

活
動
推
進
の
た
め
の

基
盤
強
化

多世代交流拠点
づくり

地域人材養成

地域福祉推進計画との連動

地
域
づ
く
り

参
加
支
援

体
制
整
備

第９次
地域福祉
推進計画
策定協議

地区活動計画の
策定

地
域
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

地域発信型
ネットワークの
あり方検討

新たなシステム
（各種会議）の
試行的実施

地区活動計画策定の
ガイドライン作成

活動活性化のためのネットワークの充実
（地区福祉委員会、新規創出プログラム、テーマ型会議、ほっとかへんネット等）

プラスワン事業検討委員会を中心
とした拠点運営者の交流

大東、翠ヶ丘、三条の拠点整備

地域づくりに関する研修会（定期開催）

地域福祉推進計画策定プロジェクトチーム
による次期計画協議

地域福祉推進計画プロジェクトチーム
による計画の中間評価

単年度事業計画との連動による
計画の進捗評価

新たなプログラムの人材養成

居場所づくり（生活困窮、障がい等）

「活動したい人」と
「助けてほしい人」の
コーディネートの
しくみの検討

地域でのプラットフォーム型会議の試行的実施

新たなデザインによるプラットフォーム型会議の試行的実施

地域でのプラットフォーム準備会の開催
組織化に向けた内部協議

会議体の
リノベーション
に向けた協議

３年間の
ふり返り

新たな担い手の参画よる福祉学習
福祉学習実施に向けた働きかけ

プロジェクトチームの組織化
（人材養成のあり方検討）

人材養成の取組
（ボランティア養成講座、

ファミサポ協力会員養成講座等）

委員活動（プログラム）
の見直し

地区福祉委員会
活動ビジョンづくり

事業者と活動者、地域住民の
つながり強化に向けた情報発信

新たな福祉学習プログラムの検討・開発学校園等への福祉学習

委員活動へのフィードバック、情報共有

地区福祉委員会のさらなる活性化協議３役会での協議手引書、研修会の
リニューアル

３年間の活動のふり返り

新たな取組の企画・実施
（人と場所のつながる新たな取り組み）

地域見まもりネット
登録事業所実態把握

報告①

報告②

報告③

令和４年度第２回芦屋市地域福祉推進協議会配布資料（芦屋市社会福祉協議会作成）



小地域福祉活動（地区福祉委員会、福祉学習）

１ 事務局が設定した目標と取組状況

２ 実践（取組）

2022年（令和４年度） 2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）

小
地
域
福
祉
活
動

地区
福祉委員会

福祉学習

手引書、研修会の
リニューアル ３役会での協議

第９次
地域福祉
推進計画
策定協議

地区活動計画の
策定

３年間の活動のふり返り

地区活動計画策定の
ガイドライン作成

新たな福祉学習プログラムの検討・開発学校園等への福祉学習

福祉学習実施に向けた働きかけ

委員活動（プログラム）
の見直し

地区福祉委員会
活動ビジョンづくり

「活動したい人」と
「助けてほしい人」の
コーディネートの
しくみの検討 新たな担い手の参画よる福祉学習

地区福祉委員会のさらなる活性化協議

委員活動へのフィードバック、情報共有

事務局が設定した目標 目標達成のための取組

地
区
福
祉
委
員
会

① 委員会でのディスカッションがより活性化する
（参加している委員が活発に自分の意見を言う
場になる）

三役会への地区担当ワーカー、地域支え合い推進員の
参画による会議デザイン等の協議
地区福祉委員会でのペアワーク等の導入
地区福祉委員会正副代表者会での写真や作成した広
報誌の紹介や意見交換
付箋やホワイトボードを活用した会議運営
実施した活動のふり返りと意味づけ

② 委員活動（委員会活動）の意義ややりがいを実
感しモチベーションが高まる

福
祉
学
習

① 福祉学習実施時の新しい担い手が参画するよ
うになる

障がい当事者による講義か講話
地区福祉委員会やボランティアグループへの担い手依
頼と福祉学習の実施
社協サービス部門（訪問介護事業、居宅介護支援事業
の従事者等）の参画に向けた内部協議② 新たな福祉学習実施先ができる（新たな学校

園での福祉学習の実施）

２ 中長期展開ビジョン（再掲）

地区福祉委員会正副代表者会議

保育園での福祉学習
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生活支援体制整備事業（多様な主体の活動の推進、人と人、人と場所のつながるしくみづくり）

２ 実践（取組）

2022年（令和４年度） 2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）

生
活
支
援
体
制

整
備
事
業

多様な主体の
活動の推進

人と人、人と場所
のつながる
しくみづくり

第９次
地域福祉
推進計画
策定協議

地区活動計画の
策定

地
域
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

地域発信型
ネットワークの
あり方検討

地域でのプラットフォーム型会議の試行的実施

「活動したい人」と
「助けてほしい人」の
コーディネートの
しくみの検討新たな取組の企画・実施

（人と場所のつながる新たな取り組み）

事業者と活動者、地域住民の
つながり強化に向けた情報発信

地域見まもりネット
登録事業所実態把握

１ 事務局が設定した目標と取組状況

事務局が設定した目標 目標達成のための取組

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

① 住民主体の活動がより多くの地域住民に周
知され、各所で実施されている活動へ参画
する人が増える（参加者、担い手の双方）

地域みまもりネット登録事業
者把握フィールドワーク報告
会の実施
生活支援体制整備事業意見
交換会での活動報告と活動
計画の共有
アクションプログラム推進協
議会 アクションアワード
2023 への活動団体の推
薦
フードドライブ交流会兼活動
団体交流会の実施
一芸披露会の実施
つどい場ガイド2023の発行

② 住民主体の活動者・活動団体が、相互の活
動に対する関心を高め、相互交流するよう
になる

③ テーマ型活動（例：各種カフェ、地域食堂な
ど）と地縁型活動（例：地区福祉委員会活動
など）が相互交流するようになる

④ 地域支え合い推進員が受託法人代表者や
地域活動者に認知され、地域活動者や専門
機関職員から役割を求められるようになる

一芸披露会の様子

２ 中長期展開ビジョン（再掲）

フードドライブ食品提供会兼活動団体交流会

生活支援体制整備事業意見交換会の様子

福祉センターエントランスパネル展の様子
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プラットフォームづくり（語り合う会、地域ケアシステム検討委員会）

2022年（令和４年度） 2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

づ
く
り

語り合う会

地域ケアシステム
検討委員会

第９次
地域福祉
推進計画
策定協議

地区活動計画の
策定

新たなシステム
（各種会議）の
試行的実施

地域発信型
ネットワークの
あり方検討

地域でのプラットフォーム型会議の試行的実施

地域でのプラットフォーム型会議の準備会の開催

地
域
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

組織化に向けた内部協議

新たなデザインによるテーマ型会議の試行的実施
会議体の

リノベーション
に向けた協議

３年間の
ふり返り

１ 事務局が設定した目標と取組状況

事務局が設定した目標 目標達成のための取組

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

① 住民主体の活動者・活動団体が、相互の活
動に対する関心を高め、相互交流するよう
になる〔再掲〕

活動者同士の相互交流によ
るプログラムの実施（例：ス
マホカフェ、国際ソロプチミ
スト芦屋ほほえみ支援、マチ
ナカ手芸部）
地域住民が考える「地域課
題の解決」や「めざす地域」
に向けた活動の支援（例：ま
たあしたバル）
地域福祉活動者が関心を抱
く「地域の福祉問題」と、専
門機関が対応する相談事例
の統合に向けた協議（例：重
層的支援のチーム会議）

② 地域活動者や地域活動団体が「やりたい活
動」を実施するプロセスに多様な活動者が
参画するようになる

③ 地域住民や地域活動団体が関心を持つ地
域の福祉課題が明らかになる

④ 地域でのプラットフォーム型会議の開催の
必要性が地域住民間で高まる

またあしたバルの様子

２ 中長期展開ビジョン（再掲）

マチナカ手芸部の高校生への説明の様子

スマホカフェの様子

ソロプチ七五三イベント打合せの様子
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